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【沖縄県】学校におけるがん教育の取組

１ がん教育の目標

(１)がんについて正しく理解することができるようにする。

がんが身近な病気であることや、がんの予防、早期発見・検診等について関心

をもち、正しい知識を身に付け、適切に対処できる実践力を育成する。また、が

んを通じて様々な病気についても理解を深め、健康の保持増進に資する。

(２)健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。

がんについて学ぶことや、がんと向き合う人々と触れ合うことを通じて、自他

の健康と命の大切さに気付き、自己の在り方や生き方を考え、共に生きる社会づ

くりを目指す態度を育成する。

２ 学習指導要領及び学習指導要領解説におけるがん教育について

(１)小学校：第６学年 教科：体育(保健領域)

【新学習指導要領(R２より全面実施) 】

（３）病気の予防 (エ)喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

ア ～（中略）また，喫煙を長い間続けるとがんや心臓病などの病気にか

かりやすくすなるなどの影響があることについても触れるようにする

(２)中学校：第２学年 教科：保健体育(保健分野)

【新学習指導要領(R３より全面実施) 】

（１）健康な生活と疾病の予防

ウ 生活習慣病などの予防

イ がんの予防

がんは，異常な制帽であるがん細胞が増殖する疾病であり、(中略)

また，がんの予防には，生活習慣の予防と同様に，適切な生活習慣

を身につけさせることが有効であることを理解できるようにする。

(３)高等学校 教科：保健体育(科目保健)

【新学習指導要領(R４より全面実施) 】

（１）現代社会と健康

（ア) 国民の健康課題

ア 国民の健康課題について，(～中略～)，がん，生活習慣病、感染

症、精神疾患及び少子高齢化における健康課題等(～中略～)

（ウ）生活習慣病などの予防と回復

がん，脳血管疾患，虚血性心疾患、高血圧症、糖尿病などを適宜取

り上げ，(～中略～)その際，がんについては，肺がん、大腸がん，胃

がん，など様々な種類があり，(～中略～)がんの回復においては，手
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術療法，化学療法(抗がん剤など)，放射線療法などの治療法があるこ

と，(～中略～)適時触れるようにする｡

また, (～中略～)がん検診の普及,正しい情報などの社会的対策が
必要であることを理解できるようにする。

３ 令和３年文部科学省委託事業がん教育総合支援事業より

【今後の課題及びその取組の方向性】

（１）カリキュラム・マネジメントによるがん教育の推進

がん教育の目標を達成するためには、がんに対する正しい知識を保健体育の保健

学習で身に付けさせ関連教科、特活等を通じて健康と命の大切さやがん患者への正

しい理解についての学習を実践していくことが重要である。

体育科・保健体育の学習を中核に他の教科と連携した指導（カリキュラム・マネ

ジメントの視点）が、引き続きの課題となる。

（２）外部講師の活用について

ア 外部講師養成プログラム策定委員会が策定した、プログラムにより外部講師養

成研修会を県教育委員会が主体となり実施した。次年度からの外部講師養成研修

会は外部団体が引き継ぎ実施する方向で調整中である。外部団体、県教育委員会、

県保健医療部、県医師会等関連団体が協力・連携し、実施方法や外部講師の授業

後のフォローアップ体制を構築していく事が課題である。

イ がん教育の外部講師の引き受け手が少なく、継続した養成が必要であるが、財

源の確保が難しく、次年度においても県独自の財源を確保できていない。今後の

課題である。

（３）研修会等の充実と普及・推進

ア がん教育実施状況調査が令和３年度は実施されたことから、調査結果等を活用

したがん教育研修の充実が課題である。

イ コロナ禍のためモデル校において参加者を限定した検証授業を実施した。その

ため、広く教材等を周知することができなかった。今後、管理職研修会や教諭向

け研修会等において、教材の活用について周知し、がん教育を推進していくこと

が課題である。

４ 今年度の取組

(１)管理職等向け周知

県立高校校長会、県立高校教頭会、小中校長会、指導主事研修会における周知

(２)保健教育担当者向け研修会の実施

県総合教育センターとの連携による研修会の開催予定

①夏期短期研修

ア 小学校体育講座 ８月22日(月)

イ 中・高体育講座 ８月24日(水)

②経年研修

ウ 県立高等学校初任者研修・中堅研修 ７月２８日(水)



エ 県立高等学校２年研修・５年研修 ８月１９日(木)

(３) 令和３年度作成指導教材の県立総合教育センター HPへの掲載及び周知
【掲載データ】（令和４年４月）

① R3小学校モデル校指導案 ② R3小学校モデル校スライド
③ R3小学校モデル校ワークシート ④ R3中学校モデル校指導案
⑤ R3中学校モデル校パワーポイント ⑥ R3中学校モデル校ワークシート
⑦ R3 高等学校モデル校指導案 ⑧ R3 高等学校モデル校パワーポイント
② R3高等学校モデル校ワークシート
⑩学校におけるがん教育外部講師連携シート

(４) がん教育外部講師養成研修

【関係者へ依頼文書発出】（令和４年３月）

①がん教育外部講師養成プログラム内容について

県教育委員会が令和２ ・３ 年度策定したプログラム内容を参考に組み立

てる。

②他関係団体との連携

一般社団法人全国がん患者団体連合会やがん教育に先進的に取り組んでい

る関係団体等と連携頂し、研修会を開催する。

③沖縄県教育庁保健体育課との連携

養成プログラム内容や開催方法、時期等について沖縄県教育庁保健体育課

と連携する。

④養成研修会に係る費用等について

沖縄県教育庁の経費負担は「無し」とする。

⑤養成研修期間

令和４ 年度から当面の期間




